
- 1 - 

 

 

堺市 生活ごみ組成分析調査【令和５年度】（概要版） 
 

 

 1．調査目的 
 

 本調査は、本市より排出される生活ごみの排出実態を把握し、循環型社会形成のための

減量施策を進行管理するため、生活ごみ中への古紙等のリサイクル可能物、レジ袋や手つ

かず食品等の発生抑制可能物、不燃小物類等の分別排出行動の徹底による削減可能物など

の混入状況を確認するとともに、排出実態からみたごみの減量化・リサイクルの可能性を

検討し、本市廃棄物行政に供する基礎資料を作成することを目的として実施した。  

 

 2．調査時期及び調査対象  
 

令和 5 年 9 月上旬に、市全域のごみ組成を把握するため、「国勢調査 人口等基本集計」

に基づいて設定した 3 つの住宅形態区分「集合住宅（賃貸）」「集合住宅（分譲）」「戸建住

宅」それぞれについて 6 地域ずつ計 18 地域の生活ごみをサンプリングして調査を実施し

た。 

 

 3．調査方法 
 

圧縮によって、ごみ袋が破れ厨芥類からの水分が流出したり、ガラス類が割れたり、厨

芥類の汚れがプラスチック製容器包装に付着したりといった調査の支障を防ぐため、平床

トラックを使用して収集した。  

各地域から概ね 200～ 350kg 程度の生活ごみをサンプリングし、ごみ袋をブルーシート

上に長方形に整列させ、並んだごみ袋から一定の順序に従って等間隔に抽出することで合

計約 100kg 程度の量を分類調査対象ごみとした。 

分類調査対象ごみは、ごみ袋 1 袋ごとに重量と容積を計量した後、分類項目表に基づき

分類し、各々の分類項目ごとの重量と容積を計量した。なお、容積は計量時の圧力の大き

さにより変わってしまうため、加圧なしとありの 2 種類の計量を行っている。  

 

 4．調査結果 
 

 

 (1) 分類調査対象ごみの袋数と重量 
 

 分類調査対象ごみは、全体の袋数で 1,104 袋（大袋が 465 袋、小袋が 639 袋）、重量

で 1,847kg（大袋が 1,250kg、小袋が 597kg）であった。ごみ 1 袋当たりの重量は、大袋

2.69kg、小袋 0.93kg、大・小袋合わせた平均は 1.67kg であった。 
 
 
 

 (2) ごみ組成の概要 
 

 1)概要 

 ごみ組成は、重量割合では図 1 に示すように、市全域で厨芥類は約 32.8％、紙類が約

35.8％、プラスチック類が約 15.5％であった。住居形態別には、集合住宅(分譲)で他の
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住宅形態と比べ厨芥類の割合がやや高く、戸建住宅で低くなっていた。一方、集合住宅

（分譲）と集合住宅（賃貸）で、前回の調査結果と同様に戸建住宅に比べプラスチック

類の割合がやや高くなっていた。また、戸建住宅において草木・木片類の割合がやや高

いのも前回の調査結果と同じである。  
 

図 1 市全域及び住宅形態別のごみ組成（重量割合）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 市全域のごみ組成の今年度と前回調査結果との比較（重量割合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2)詳細なごみ組成 

 市全域の生活ごみ組成の詳細を図 2 に示した。紙類のうち、紙製容器包装は約 7.1％

（リサイクル可能な物は約 6.7％）、新聞紙・広告は約 2.8％（折ったまま捨てられた物

は約 1.1％）で、その他紙類が約 22.5％などであった。その他紙類は、ダイレクトメー

ル、パンフレット等のいわゆる雑紙（リサイクル可能）が約 4.6％等であった。厨芥類

は、大半が調理くず、食べ残しであるが、約 6.3％は未開封の食材又は未使用の生鮮野

菜等の手つかずの食料品であった。プラスチック類は全体の約 15.5％を占め、発泡トレ

イ、レジ袋を含むプラスチック製容器包装が約 11.2％（リサイクル可能な物は約 10.1％）、

容器包装以外のプラスチックが約 2.9％などとなっていた。 
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図 3 市全域の詳細なごみ組成（重量割合）  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）流出水分等は、「調理くず、食べ残し」に含めた。  

 

 (3) 生活ごみの減量・リサイクル可能性の検討  
 

 1)分別収集品目、集団回収の回収品目の混入状況   

 生活ごみに混入している分別収集品目の合計は、表 1 に示すように市全域で年間約

18,953ｔであり、生活ごみ全体の約 13.1％を占めていた。また、混入している分別収集

品目の中で一番多いのはプラスチック製容器包装（約 12,955ｔ 約 8.9％）であった。集

団回収の回収品目である古紙類と古布類は合わせて約 7,789ｔで約 5.4％であった。な

お、分別収集品目の混入割合が高い住居形態は、集合住宅（分譲）、集合住宅（賃貸）、

戸建住宅の順であった。 

表 1 分別収集品目、古紙・集団回収等回収品目の混入状況（拡大推計量※）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ※拡大推計量とは市全域のごみ組成を把握するため、市の収集量（ R4.4～ R5.3）に換算した値。  
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 2)分別排出率 

 家庭から排出されている資源物の

総排出量のうち、どの程度が本市の分

別収集及び集団回収に排出さている

かの割合を、図 4 に示した。缶・びん

と主として集団回収に排出されてい

る古紙の分別排出率は高いが、プラス

チック製容器包装の分別排出率は低

かった。 

 

 (4) 生活ごみの減量・リサイクル 

の可能性 
 

 今年度の調査結果では、リサイクル

可能な物の混入割合は約 28.9％（表

2）であり、前回の調査結果からやや

増加しているため、生活ごみ中のリサ

イクル可能な物の分別排出を浸透さ

せる必要がある。また、減量可能な物

の混入割合は約 30.5％であり、前回

の調査結果から減少している。食品の

買いすぎや作りすぎを減らすため、

冷蔵庫の中の整理整頓や、家族の食

事量の把握などを習慣づける意識を

浸透させることが課題である。  
 
 

 

 

 5．課題 
 

 近年、世界的な課題となっている

使い捨てプラスチック類や食品ロ

スの削減を目指し、プラスチック製

容器包装等の分別排出率の低い品

目について、また、手つかず食品や

食べ残し等の生活ごみ中への排出

割合が高いが発生抑制が可能な物

について、啓発活動を充実するなど

により、市民に対して分別排出・発

生抑制行動を促していくことが今

後の課題である。  

図 4 分別排出率の推移  

表 2 生活ごみの減量・リサイクルできる  

可能性がある物の割合（重量割合）  

※ 1、※ 2は本市の分別収集対象外である。  

注 1)分類項目に示す汚れた物や禁忌品を除くリサイクル可能な物のみ

を計上している。  

 2)大分類・中分類の％については小分類の重量％の合計より計算し

ている。  

 


